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　11月18日（土）に日吉小学校で創立150周年記念式典が開催され、在校
生や教職員をはじめ、歴代校長、保護者、地域住民らが参加しました。
式典は日吉小和太鼓クラブによる迫力ある象鼻山太鼓でスタートし、記
念ロゴやマスコットが披露され、創立150周年の歩みを振り返りました。
また、式典の後にはシンポジウムが開催され、「夢」や「日吉の宝と未来」
をテーマとして意見交換し、次の時代へ向けて新たなスタートを切った
日吉小学校と地域のこれからのために今できることを考えました。

　次代を担う小学生と学生ボランティアが一泊二日のアウトドア・アク
ティビティを通じて、ＳＤＧｓをベースにした「世界のミライ」を学び、体
感する機会である「ＳＤＧｓキッズスタートアップアドベンチャー」の一
環として、11月25日（土）にＹＯＲＯｆｆｉｃｅにおいて、町の施策とＳ
ＤＧｓをテーマとして特別授業が行われました。ご当地グルメである「養
老飯」も振る舞われ、サトウキビを原料とした土に還る容器を使用するな
ど、おいしく食べて楽しくＳＤＧｓについて学びました。

　11月11日（土）に養老公園の県営化100周年を記念し、記念植樹式（岐
阜県主催）が開催され、同園の芝生広場にソメイヨシノ５本が植えられま
した。古田肇知事、村下貴夫県議、川地憲元町長らとともに養老小学校
と上多度小学校の６年生10人も参加し、ソメイヨシノの苗木に土をかけ
ました。式典は下笠保育園の園児による鼓笛隊演奏で開幕し、多くの地
元の人たちに見守られながら厳粛に執り行われました。

　11月11日（土）に養老公園内臨時駐車場、養老駅前広場、ＹＯＲＯｆｆｉ
ｃｅを会場として「養老公園県営100周年記念　ＳＤＧｓマルシェ」が開催
されました。町をＰＲするとともに、100年後まで持続していける体制を
構築することを目的として開催され、来場者・出店者が一緒にＳＤＧｓ（持
続可能な開発目標）について考えました。フードロス削減のために規格外の
食材を使用する、使わなくなったおもちゃを欲しい人へ売る、持ち帰り用
エコバッグをセットにするなど、それぞれにＳＤＧｓについて考えました。

　11月27日（月）に町と株式会社イチハシ金属工芸（宇田）との間で「災害時
における施設開放に関する協定」を締結しました。この協定は、災害発生時
に同社の本社工場にあるテント倉庫や食堂、駐車場を開放し、町民の一時
避難を受け入れることを定めたものです。
　川地憲元町長は「地域の安心・安全のために協力いただき、感謝します。
今後も官民連携を図り、一体となって災害対策を進めていきたい」と述べ、
同社の市橋寛仁会長は「町から今回の提案をいただけたことを光栄に感じて
います。今後も地域のために協力をしていきたいです」とそれに応じました。

　11月29日（水）に町内小中学校の代表が合唱や合奏を披露する養老町小
中連合音楽会が町民会館で開催されました。この音楽会は町教育委員会
が主催し、音楽学習の成果を発表する場とするとともに、音楽をとおし
て交流を深める機会とすることを目的としています。
　この日のために練習を重ねてきた児童・生徒らの思いが込められた歌
や演奏は聞く人の心を動かし、発表が終わると拍手で互いをたたえ合い、
認め合うことで心に残る素晴らしい音楽会となりました。
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